
 

 

「外来種移動ミュージアム」展示ボックスの貸出について 
 

平成 29（2017）年６月 

環境省那覇自然環境事務所 

野生生物課 

 

 環境省那覇自然環境事務所では、外来種についてさわって学べる「外来種移動ミュージアム」

展示ボックスを平成 29（2017）年 3 月に作成しました。非営利目的で外来種教育に広く資

すると当所が判断した場合、希望する博物館等（博物館、博物館相当施設、教育機関、地方公

共団体）に貸出を行います。 

展示ボックスは全部で８箱あり、一部又は全部の貸出が可能です。貸出期間は原則として最

大１ヶ月を目処とします。貸出は無料ですが、貸出にかかる往復送料等の費用はご負担くださ

い。また、貸出時における破損・汚損・紛失等については、借用者による原状回復をお願いし

ます。電話（098-836-6400）で事前調整後、最終ページにある様式に必要事項記載の上、

申し込んでください。なお、既に先約が入っている等により、ご希望に添えないことがありま

すので予めご了承ください。 

 

 

１．展示ボックスのねらい 
 

・身の回りに「外来種」がとても多いことに気づく 

・侵略的な外来種が生態系や農林水産業に与える影響を理解する 

・侵略的な外来種を増やさないためにどうしたら良いかを学ぶ 

・外来種が元からいた環境ではごく普通に暮らす生きものであることを知る 

 （自然分布でなく、人為的に拡散することの問題の重さに気づく） 

 
 

２．展示ボックスの内容 

 

 材質：木製ボックスに持ち運び用の丈夫なヒモ

が付属 
大きさ：幅 70cm×奥行き 50cm×深さ 30cm 

程度（梱包材に包み、宅配便で受渡可能） 

重さ：各 10kg 以内 

個数：８箱＋解説シートが入ったボックス１箱 

付属物：各ボックス用に各１枚の解説シート 

（ツヤなし厚手ターポリン、横 600mm×縦

1200mm程度、上下タペストリー加工） 

 

 

  



 

 

３．展示ボックス全般の注意事項 

 
①ボックスの設置について 

・必ず安定した平らな場所で設置を行ってください。 

・安定した平滑な地面では直接設置することも可能ですが、30ｃｍ程度の台の上に設置するこ

とをお勧めします。 

・展示する際は、ボックス背面に壁がある環境での設置をお勧めしますが、やむを得ず壁を背

に設置できないような環境で展示を行う場合は、人の往来による事故・破損等を防ぐための

必要な安全対策を施して下さい。 

・ボックス本体及びフタに関しては、無理な力を加えたり上に乗ったり、座ったりすると破損

してケガをする恐れがありますので、取り扱いには十分に注意してください。 

 

②ボックスの運搬について 

・移動時の積み重ねは２段までにしてください。それ以上は落下の恐れがあり危険です。 

・ボックスサイズが大きいため、移動に伴う通路や入口等の大きさを事前に確認することをお

勧めします。 

 

③フタの開閉について 

・フタを空ける際は、安定した平らな場所に設置をしてからゆっくり行ってください。 

・フタは全面の錠を外し、手で支えながらゆっくり開いてください。 

・ボックス横についた突っ張り棒を、内側から外側へ向かうように差し込みしっかり固定して

ください。（※下図参考） 

 

 

 

  

 

 

 

・展示終了後フタを閉じる際は、フタを手でしっかり支えた状態で突っ張り棒を外し閉じてく

ださい。フタが重くなっているため、誤って指を挟まないように十分に注意してください。 

 

 

  



 

 

４．各展示ボックスの概要 

 

４－１．ボックス 1 外来種とは 
 

[製作物] 

・ボックス 1: 食品サンプルを用いた生活の中の「外来種」に関する展示 

 

 
 

  



 

 

・解説シート 1:暮らしの中の外来種 

 



 

 

[設置方法] 

・写真のレイアウトを参考に、各パーツを設置して下さい。 

・各パーツは、ボックス下部の収納スペースに収められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・手前のトレーを前方にスライドさせて取り外し、仕切りフタの穴

に指を差し込み持ち上げると、中敷きのフタを開けられます。 

 

 

 

 

[遊び方] 

・ボックス内部に配置されたステー

キセットの中から、気になるお皿

を手前のトレーに移動させナイフ

で切ります。 

・それぞれの切り口には、「外来種」

であることを示すための赤いシー

ルが貼られており、そのままお皿

の内側を持ち上げると、原産地が分かるようになっています。 

・原産地を確認した後は、お皿に乗せ元の位置に戻します。 

・あとは、気になるお皿をトレーに乗せ、同じ工程を繰り返して遊べます。 

 

[片づけ方] 

・展示を終えたら、まず全てのパーツが揃っているか必ず確認を

行ってください。 

・ボックス内部のお皿をいったんすべて外へ出し、手前のトレー

を奥へスライドさせるように取り外し中敷きふたを開けます。 

・下部の収納スペースのくりぬかれた形に合わせて各お皿を納め

ます。 

・仕切りフタを上に乗せ、トレーを元の位置に戻して片づけ終了

です。 

 

[その他留意事項] 

・パーツが紛失しやすくなっていますので、大人の目の届く場所で展示してください。 

・小さいパーツ類を小さなお子様が誤飲しないように十分気を付けてください。 

 

 

レイアウト参考

図 
下部収納スペース 



 

 

４－２．ボックス 2 外来種が与える影響 
 

[製作物] 

・ボックス 2: 外来種 10 種のぬいぐるみ(引っ張るとその被害に関する説明板が立ち上 

がる) 

 

 
  



 

 

・解説シート 2:外来種が抱える問題とその影響 

 



 

 

[設置方法] 

・ぬいぐるみの紐が絡まっていないか確認し

てください。絡まっている場合は紐の絡み

を解いてから展示を行ってください。 

・すべてのぬいぐるみを準備に引っ張ってみ

て、ちゃんと動くか確認してください。 

 

 

 

 

 

 

[遊び方] 

・手前に収納された 10 体のぬいぐるみは、それぞれが引き起こしている問題を表す「解説パ

ネル」と紐で繋がれています。 

・ぬいぐるみを引っ張ると、紐くじのように、その生き物が引き起こす問題の解説パネルが上

下して動くようになっています。 

 

[片づけ方] 

・ぬいぐるみの紐が絡まっている場合は、絡みをほどいてから閉じてください。 

・各ぬいぐるみは移動時に傷がつかないよう整理整頓を行ってください。 

 

[その他留意事項] 

・万が一、紐が切れたり外れたりした場合は、紐先

端を金具ごと切り離し、新しい紐と金具を用意し

て取り替えてください。 

・ぬいぐるみは強く引っ張りすぎないように注意し

てください。あまり力が強いと生地が破れる恐れ

があります。 

・解説パネルはマグネット式で簡単に取り換えでき

るようになっています。ぬいぐるみとパネルを変

えることで、地域に合った外来種問題を伝えるこ

とができます。 

 

 

 

  



 

 

４－３．ボックス 3 シロアゴガエル 
 

[製作物] 

・ボックス 3: シロアゴガエルの生息環境ジオラマ(鳴き声再生用スピーカー含む) 

 
  



 

 

・解説シート 3:小さなエイリアンと呼ばれたカエル 

 



 

 

[設置方法] 

・ボックス右下のマグネット式プレートを取り外し、スピーカーとオオタニワタリ・ 

卵魂を取り出します。 

・オオタニワタリはボックス左奥にある穴に差し込みます。 

・設置したオオタニワタリにマジックテープで卵魂をつけます。 

 

 

 

 

 

 

 

[スピーカーの取り扱い方法] 

・スピーカーには、シロアゴガエルの鳴

き声が入っています。 

・スピーカーの取り扱いについては十分

気を付けてださい。 

（※スピーカーの細かい操作方法につい

ては、付属の取り扱い説明書を確認し

てください。） 

・電源を入れ、SD カードからの音を選択します。 

・準備が済んだスピーカーをプレート内部のコルクの台座に設置し、設置完了です。 

 

 [遊び方] 

・本ボックスはジオラマ展示のため、手を触れないよう注意が必要です。 

・できるだけジオラマを壊さないように観察を行います。 

 

[片づけ方] 

・解説プレートを外します 

・スピーカーの電源を切り、付属の箱に戻してください。 

(※充電については一日に 1 回をお勧めします。) 

 

 

 

 

・オオタニワタリから卵魂を取り外してください。 

・卵魂を取り外したオオタニワタリは上に引っ張ってジオラマから抜きます。 

・取り外した卵魂とオオタニワタリは、ボックス下部のスペースに収納します。 

・空いたスペースに卵魂と箱にしまったスピーカーも収納してください。 

 

 

 

 

 

 

電源ボタン（ON時） 

※同封している①取り扱い説明書 ②USB ケーブ

ル ③SD カードを紛失しないように取り扱いに

は十分に気を付けてください。 



 

 

[その他留意事項] 

・ジオラマ展示については、手を触れないようにしてください。 

・移動する時は、オオタニワタリとスピーカーを必ず収納してから行ってください。 

・スピーカーは落下させたりして故障しないように丁寧に取り扱ってください。 

 

 

４－４．ボックス 4 マングース 
 

[製作物] 

・ボックス 4: マングースの実物大ぬいぐるみ(腹部に捕食対象生物のぬいぐるみ含む) 

 

 



 

 

・解説シート 4:ハブ退治のために連れてきたマングース 

 



 

 

[設置方法] 

・安定した場所で設置を行ってください。 

 

[遊び方] 

・マングースのぬいぐるみは、実物大で重さも再現されています。 

・実際に手にも取ってみてマングースの大きさと重さを実感してください。 

・ぬいぐるみのお腹の部分にはファスナーがついていて、ファスナーを開けるとマングースに

食べられた生き物たちがでてくる仕掛けになっています。 

 

・お腹の中の生き物たちは、確認した後、元のお腹の中に戻してください。 

 

[片づけ] 

・仕切りフタを持ち上げて、ボックス下部の収納スペースに写真を参考に収納してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[その他留意事項] 

・お腹のぬいぐるみをしまうときは、ファスナーで誤って生地を傷めないように注意してくだ

さい。 

 

  



 

 

４－５．ボックス 5 ボタンウキクサ 

 
[製作物] 

・ボックス５: 川面を覆うボタンウキクサ(はがすと明るい音楽とともに中の水面、 

動植物が見える) 

 

 
  



 

 

・解説シート 5:水面を覆い尽くすウォーターレタス 

 



 

 

[設置方法] 

・ボックス右部の解説パネルを取り外し、基盤が見えるようにします。 

・黄色いスイッチで、センサーをオンにして解説パネルなどを元の状態に戻します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・明かりに反応して音が流れるか確認してください。 

・センサーがちゃんと動作していることを確認したら、ボタンウキクサを穴に入れていき水面

を覆いつくせば設置完了です。 

 

[遊び方] 

・アクリルの穴に刺さったボタンウキクサをひとつず

つ抜いていきます。 

・ある程度抜き取り水面が見えてくると、ボックス内

部のセンサーが反応して明るい音楽が流れてきます。

（※センサーの反応具合は、周辺環境の明るさ次第

で、若干変動します。） 

 

 [片づけ方] 

・ボタンウキクサを全部アクリルの穴に刺し込みます。 

・センサーの電源をオフにして下さい。（※必要があれば電池も抜いてください。） 

 

[その他留意事項] 

・内部の基盤はとても繊細なため、丁寧に取り扱ってください。 

・光センサーは一度反応すると、完全に暗くならないと消えません。その場合は、ずっと反応

したままの状態で音楽が流れ続けます。適宜確認を行い、必要であれば手でセンサーを覆う

などしてリセットしてください。 

・万が一、水中の展示物などが外れた場合は、アクリルを取り外して直してください。 

・上部のアクリルは、側面の小さなネジ 4 か所で固定されていますので、それを回して取り外

してください。 

 

  



 

 

４－６．ボックス 6 やんばるの生態系 

 
[製作物] 

・ボックス 6: やんばるの生態系をテーマにしたコマを用いたバランスゲーム 

 

 
  



 

 

・解説シート 6:マングースが減り島の生態系が戻ってきた 

 



 

 

[設置方法] 

・安定した場所で設置を行ってください。 

・各収納場所から、台座を組み立てるために必要なパーツを取り

出してください。 

・まずはじめに、写真を参考に一番下の台から組み立てます。  

・丸棒で挟むようにして、残りの 3 枚も同じように組み立てます。 

・ボックス中央部に一段上がったステージがありますので、そこ

に組み立てたバランスゲームの台座を設置します。（※自立する

ように立たせるには少しコツが要ります。） 

・台座の設置が済んだら、カードといきものコマを準備して設置

完了です。 

 

[遊び方] 

・参加する人で順番に山札のカードを引いていきます。 

・引いたカードの指示に従い、4 つのエリアに分けられた台座の上に、生き物のコマを置いて

いきます。 

・ただし、カードの指示で生き物のコマが置けない場合は自分の手札となり、次の人に順番が

移ります。 

・自分の番に手札のカードを使う場合は、山札からカードを引かなくても OK です。 

・外来種侵入カードのマングースは、すべてのエリアを行き来できます。 

・マングースの影響をうけながら、バランスのとれた生態系を目指してゲームを進めていきま

す。 

・途中でバランスを崩して、生き物のコマが落ちたら、その時点でゲーム終了です。 

 

 

 

 

 

 

 

[片付け方] 

・台座を分解し、各収納スペースにパーツを収納します。 

 

 

 

 

 

 

・生き物のコマやカードについても数がちゃんとそろっているか確認してから収納してくださ

い。 

[その他留意事項] 

・生き物のコマやカードについては紛失しないようにしてください。 

・小さな子どもだけでは少し難しいので、大人の方も様子を見ながら一緒にゲームに参加して

ください。  



 

 

４－７．ボックス 7 オオヒキガエル 
 

[製作物] 

・ボックス 7: オオキヒガエルの侵入後の個体数変動をテーマにしたすごろく 

 

 
  



 

 

・解説シート 7:オオヒキガエルの根絶を目指して 

 



 

 

[設置方法] 

・ルーレット用のコマとカエルを説明パネル背面の箱から取り

出し、それぞれ所定の位置に設置します。 

 

 

 

[遊び方] 

・このすごろくは 2 人まで遊べます。 

・オオヒキガエルの数を 50 匹に設定してからゲームを始めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ルーレットのコマを回してすごろくのマスを進んでいきます。 

・マスの指示に従い、オオヒキガエルの数を増減させながらゴールを目指します。 

・途中、アクションカードをゲットできるマスにとまった人は、そのカードを入手できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・次にそのカードを実行できるマスに止まった際に、カードを実行し防除ができます。 

・ゲームの途中でオオヒキガエルの数が０になった人は「根絶宣言」をして、その場であがり

です。 

・二人ともゴールまで進んだ場合は、到着順ではなくゴールした時点でのオオヒキガエルの数

が少ないほうが勝ちになります。 

 

[片づけ方] 

・すごろくを遊び終えたら、ルーレット用のコマとカエル 2個を収納ボックスに収納します。 

・カードなどのパーツも全部揃っているか確認してください。 

  

50匹からスタート 



 

 

４－８．ボックス 8 私たちにできること 
 

[製作物] 

・ボックス 8:在来生態系を盤面、侵略的外来種をボールとしたスマートボール 

 

 
  



 

 

・解説シート 8:これ以上、外来種の問題を大きくしないために 

  



 

 

[設置方法] 

・設置場所に関しては、できれば 30㎝程度の高さの台の上に設置することをお勧めします。 

・安定した場所へ設置できたことを確認してから設置作業を行ってください。 

・まず、アクリルのフタを取り外し、安全な場所へ置きます。 

・その後、レバーを下の写真を参考にしながらゆっくり差し込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・レバーがボックス本体の外側まで出たら、持ち手を取り付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・レバーの取り付けが終わったら、アクリルのフタを戻します。 

・最後に、ブロックカードを所定の位置にすべて差し込んだら設置完了です。 

 

[遊び方] 

・サイコロが乗ったフタを持ち上げると、下部にボールが

入っています。 

・ボールの数は全部で 20 個です。 

 

 

 

 

 

・まず、赤と青のサイコロを 2 個同時に振ります。 

・そして各色の出た目の数だけ、アクリルに刺さったブロックカードを選んで抜き取ります。

（抜いたカードは、ボックスフタ側の収納スペースに入れます。） 

※青いカードは生態的な視点、赤いカードは人為的な視点でのブロックカードとなります。

たとえば外来種被害予防三原則のひとつである「入れない」という対策をとれば（ブロ

ックカードを抜き取れば）、それにより外来種の侵入を防げる（球が下に落ちる）ことに

つながります。 

・ブロックカードを抜き取ったら、手元の球を打ち込んでいきます。 

ここの形を合わせて、レバ

ーの棒を差し込みます。 
 



 

 

・全ての球を打ち終えたら、手元に戻ってきた球と、盤上に残った球を比較します。 

・盤上に残った球が侵入を許した外来種の数を表し、手元に戻ってきた球が防除に成功した数

を表しています。 

 

 

[片づけ方] 

・アクリルのフタを安全な場所へ移動させます。 

・まず、レバーから持ち手を外します。 

・その後、レバーをボックスの内側へ収まる位置まで引き上げて収納します。 

・この時、取り外した持ち手もボックスの内側に収納します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・レバーの収納が済んだら、アクリルのフタを戻します。 

・サイコロ、球、ブロックカードなどのパーツが全て揃っているか確認したあとでフタを閉じ

てください。 

 

  



 

 

様式． 

「外来種移動ミュージアム」展示ボックス 利用申込書 

 

令和  年  月  日  

環境省沖縄奄美自然環境事務所 野生生物企画官 殿 

 

 

「外来種移動ミュージアム」展示ボックスについて借り受けたく、貸付条件を遵守し、下記の

通り利用を申し込みます。 

 

住 所 〒 

 

組織名 

 

代表者名                  

 

電話番号 

 

 

物品名及び数量 （使用したい展示ボックスの番号を記してください） 

使用目的 
（「○○企画展」等、概要を記し、イベントの企画書等を資料とし 

て添付してください。） 

使用場所 （使用・保管場所と管理体制について記してください。） 

借受期日 令和  年  月  日（準備期間も含めて記してください） 

返納期日 令和  年  月  日（準備期間も含めて記してください） 

【 貸 付 条 件 】 

一 物品の引き渡し、維持、修理及び返納に要する費用は借受人において負担すること。 

二 物品は、善良な管理者の注意を持って管理し、その効率的使用に努めること。 

三 物品は、転貸しないこと。 

四 物品は、上記載使用目的以外のために使用しないこと。 

五 物品は、使用場所が指定された場合は、指定された場所以外の場所では使用しないこと。 

六 物品は、改造しないこと。 

七 物品は、返納期日までに指定された場所に返納すること。 

八 借受人が、貸付条件に違反したとき又は貸付人が特に必要と認めたときは、その指示するところに

従い、速やかに返納すること。 

九 物品を亡失・損傷したときは、直ちにその旨及び理由について貸付人に報告し、その指示に従うこ

と。 


